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 前半部では、Class IV neuronにおけるBurst-and-pause型の発火パターンの生成機構を
調べている。Ca 2+動態と発火の同時記録をおこなうことで、この発火パターンがL型電
位依存性Ca 2+チャネル（L-type VGCC）に依存することを明らかにした。また、29個の
K +イオンチャネルの候補から電気生理学的スクリーニングによって、small conductance 









て、Goro neuronのCa 2+応答の大きさが劇的に異なることを明らかにした。加えて、Class 
IV neuronの発火頻度の回数の増加は、惹起する忌避行動の発生確率も増加させた。  
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